
九

州

海

岸
の

奇

勝

北
海
道
.
本
州
.
四
囲
'
九
州
の
柑
大
島
の
,中
で
.

海
岸
銀
の
叢
も
屈
曲
に
富
み
磯
雄
で
あ
る
の
は
九
州
で

あ
る
の
は
誰
で
も
知
る
肝
で
あ
っ
て
p
捨
岸
に
優
秀
な

る
捲
糖
や
'
突
角
奇
勝
の
頗
る
多
い
事
は
言
を
待
LJ
な

い
p
是
等
の
評
知
れ㌢
心
記
述
は
到
底
慮
幕
の
企
及
す
る

所
で
な
い
/T13
み
な
ら
す
､
自
分
未
到
の
地
も
砂
-
な
い

か
ら
､
見
曾
遊
の
地
の
え
∴
し
就
て
簡
軍
に
見
開
を
記
述

し
て
式
を
塞
ぐ
事
に
し
た
い
｡

九
州
沿
岸
中
敷
も
屈
曲
潜
入
の
複
雑
な
の
は
西
海
岸

で
あ
っ
て
､
西
北
及
び
東
北
海
岸
ビ
苗
渦
=Lh
･J
が
之
に

次
ぎ
.
束
笛
の
渥
岸
が
蛍
も
屈
曲
が
少
な
い
0

南
北
海
岸
で
天
然
地
理
､
人
文
地
史

の
両
方

甫

か

ら
､
叢
も
避
嬰
で
且

つ
興
趣
の
多

い
の
は

博
多
暫
で
あ

る
が
F
是
は
中
山
博
士
の
詳
細
な
る
論
述
に
穣
rclで
之

を
省
-
0

九
州
脂
梓
の
脊
勝

石

川

成

章

l
t
芥
屈
の
大
門

博
多
関
の
西
に
於
て
舘

T
に
馨
ぐ
べ
き
奇
勝
は
､
有

ケ
ヤ

オ
ホ
L

名
な
る
茶

屋

の

大

門

で
あ
る
ー
大
門
崎
は
博
多
糖
の
酉

を
擁
せ
る
糸
島
牛
島
の
酉
商
の
突
角
で
p
玄
武
岩
よ
-

成
-
.
玄
界
離

よ
-
打
ち
寄
せ
凍
る
産
着
な
る
汲
狼
の

浸
蝕
を
受
け
.
海
に
商
す
る
突
角
は
別
漉
せ
る
数
十
攻

の
絶
筆
を
秀
し
､
水
際
に
は
約
三
十
問
以
上
の
探
さ
ま

で
水
平
に
穿
た
れ
た
る
洞
窟
が
あ
る
'
五
角
或
は
六
角

の
柱
状
節
哩
は
賓
に
見
事
で
.
或
は
混
ま
せ
る
も
の
あ

-
､
斜
正
せ
る
も
の
あ
-
'
横
臥
せ
る
も
の
あ
上

長

さ
は
数
間
乃
至
数
十
問
に
及
び
'
洞
窟
の
内
部
ま
で
恰

か
も
材
木
お
餅
漉
し
た
る
の
観
が
あ
っ
て
p
洗
藍
色
の
一

滞
淵
に
厭
み
､
前
面
は
名
に
し
お
ふ
玄
鼎
灘
で

…
望
涯

だ
-
.
英
雄
倖
奇
抜
の
風
趣
は
'
他
に
其
比
を
知
ら
な

ヽ
0
-V

一
望

I
九
-



絶

域

岬
角

の
遊
部
は
判t
枇

脱
花
･:岡
･:が
で
'
北
二

部
は
お
椀

し
て
砂
･:〟
の
状
態
を
濁

し
て
加
る
'
玄
武
川小
の

川〟碇
は

こ
の
花
･:g
山.q
砧
地
上
に
綻
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

､
共
冷

籾

の
際
収

桁
し
て
淡

両
か
ら
亀

裂
を
托
し

こ
の
亀
裂

芥

が
漸
次
深

掩之糾E

部
に
及
ん

で
粧
状
節

州
●},
弟
し

た

も
の
･で

一
のろ
こ

と

は
'

現
場

に

於
で

節

苔

や
雅
!=i

の
は
び
こ

-
て
川

る

･..'<範
の
公

茄
三
懇

節

丁
戟

l
竺

)
九
二

面

に
於

け

る
縦

横

の

亀

裂

.,J
t

肢
位

に
碓
痩

せ
ら

れ
た

る
側

:･川
の
桃

服
飾

抑

'
ビ

を

枇

か

ば
_-j
腔

で
あ

る
､

こ
の

蹄
の
1渋
.武

封

は
'

我

日

本

恥

約

･=
1L
に
は
出

々
に
続
出

し

た
～O
の
で
'

廿!
砧

の

玄

武

糾

附

近

か
ら

'
竹

前

の
机
山
:1
L

成

々
｢
拭
iH
L
.

山

.i

.,..i
の

粘

中

で

は
大

枚
比

小
枇
出

を

形
成
し
周
防
故
の
淋

片

'J

は

ポ

荻

玄

武

仙心
が
あ

わ
Lt
博

多
河
内
で
は
産
の
缶
に

践

出

し

､

玄
堺

の
骨
炭

jt
桝

･::G

も
足
で
あ
-
.
排
印
鞘
の

七

ッ

釜
湘
開

も
亦

同
補

の
･:.'{

P.G
で
あ
る
'
北
ハよ
-
北
松
浦
.

恥

彼

杵
､
北
高

雑

の
諾

郡
を
経
て
泣
-
五
㍍
列
氏
に
及
ん

で
捕

る
'
我

日
本

海

治
:作
に
は
日
本
海
防
粒
の
鉄
火
､
本
州
骨

格

の
盤
向

に

小
行
L̂
る
塀
製
麻
が
…Ij
凍
'
こ
の
析
出
孤

に
約

ふ
て
出

成

L
!す
武
･::･;
の
逆
流
を
非
し
た
も
の
で
'
多

′､
は

粒
状

の

械

倍

t.G

を

数

多

散

鮎

せ

る

撤

粒

質

の

正

玄

武

詔

(̂

･

()tT:1.Iitic

-1Q
rヨ
'1

1
th
S

{1

1

t

〓

.J
あ

る

が

､

往

々

〃

英

を

批

難
す
る

の

は

両

日

い

胡

象

で

あ

る

.

井
応
大
門

の
観
光
は
'
博
多

よ
む
汽
船
か
利
用
す

る

の
が
滋
も
便
利
で
あ
る
が
名
に
し
お
ふ
光
軸
で
あ
る
か

ら
､
茄
六
月
駅
の
蛇
も
海
の
静
か
LJ
や
節
か
J蓬
ば
ね
は

ハ㌧
ら
ぬ
､
旅
行

な
ら
ば
､
顧
問

の
西
端
今
川
栃

か
ら
北



い
が
義
で
潜
讐

H
H
u
肌

轟
々
1

◎
義
i
下
人
も
･A
f
す
れ
ば
､
套

五
六
月
の
蜜
の
牛

嶋
に
換
る
～
手
蔓
は
鼻
が
轟
h
て
自
重
最
を
噛
み
前
官

の
義
貞
は
六

ケ
集

い
｡

二
'
▲

韓

責

蒼
韓
韓
の
鼻
先
を
賞
す

る
に
最
も
任
な
る
は
､
舞
鶴

義
鐘
た
る
蒼
藩
あ
F
の
丘
上
で
あ
る
'
前
面

に
大
島
'

(義
雷
打
曽
〕東
灘
ノ
蕎
農
立
t
蓉

藁
一

溌
れ
d?義
.

潟
に
は
稔

浦
の
長
篠

が
虹
寛
の

血
-
樺
は

-
/

藁
葺

_l ,岩徽-



地

球

カ
に
は
捻
有

価
口
の
虻
の
捻
肘
仲
洲
が
弓
形
に
堤
-
引

い
て
出
る
.
其
光
鹿
の
英
は
特
た
行
人
を
し
て
伐
惚
た

ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
､
丘
を
下
-
沸
砧
に
渡
れ
ば

1

三 軍 毒

由ifEZT-恐

_▲JLL_--ユー一触__.,A,.,
1;Ir 令 砕 rLF

肺
の
虹
の
捻
鵬
で
粘
水
浴
域

･'-し
て
海
洛
院
の
設
け
が
あ

-
.
三
伏
の
候
に
も
仰
通
弧

艶
々
炎
熱
を
忘
れ
し
む
る
に

足
る
､
輿
に
絶
好
の
迎
故
地

で
あ
る
J

公
似
よ
-
柑
北
及
び
光
肘

の
伸
･.S
が
り
jI
LJ
琴
曲
し
て

恰
か
も
鶴
の
南
訳
か
張
れ
る

が
如
き
状
か
,翁
し
て
朋
る
か

ら
舞
鶴
の
爺
を
得
た
も
の
で

あ
る
'
是
は
粥
流
が
米
は
坊

的
カ
所
よ
上

西
は
大
E.3
分

而
よ
-
淡
R
.し
､
漂
砂
を
堆

成
し
て
此
の
砂
洲
か･J形
成
L

L
Jも
の
で
あ
る
r)

舶
批

山
を
初
め
玄
武
岩
よ
り

節
三
谷

節

1
故

]缶

l
九
E
)

成

れ
る
･3
唄

が

･:･･.代
地
服
を
為

せ
る
は
.･..Q
れ

こ
の
地
力
の

地
形
の
特
徴
ヒ
あ
っ
て
耗
･:〃
凝
地
の
適
例
で
あ
る
'
化
へ

配
列
は
前
記

の

本
州
=
本
沿
岸

に
空

けハ
5

.0
捕
裂
線
上

に
あ
る
の

は
14..
,

3ふ
ま
で
も
な
い
.

和
博
地
方
か
ら

膳
津
l1
至
る
に
は
､
従
水
は
長
帖
磁

追
放
に
て
作
幻
市
の
巧

久
何
日
1二
戸
-
'
久
仰
凹
騨

よ
-
分
岐
せ
る
肪
津
絹
池
に
て
ii
:沖
に
向

っ
た
の
で
あ

る
が
､
近
頃
北
筑
軌
道
が
川
津
ま
で
糊
旭
し
た
か
ら

足
を
利
用
す
る
方
位
絹
で
'
便
利
で
あ
る
の
み
L.
･h
や

糸
仏
牛
山
の
鵜
称
な
る
前
城
町
よ
-
恥
･Ll
に
的

ひ'
曲

の
如
き
i
=抑
鞘
の
風
光
を
北
軌
し
っ
ヽ
㍍
津
に
空
ろ
二

A,･J
が
出
凍
る
の
で
あ
る
か
ら
､
こ
の
路
を
探
る
祝
光
省

が
多

い
枝
で
あ
る
｡

三
'
伊

蔦

里

潜

伊
･:=<:

兜.幣は
北
々
河
よ
-
絹

々
光
に
細
長
-
帝
人
せ

る
｢
リ
ア
ス
_J
式

LRh
sJ.ytx)
の
閏
で
あ
っ
て
'
鞘
内

に
細
島
を
初

め
'
七
ッ
比

等数
多
の
仏
哩
が
放
熱
L
t

fh=
･LL
海
･LL
の
加
納
は
退
か
に
牌
沖
村
よ
-
も
磯
雄
を
梯

め
'
地
邪
は
大
部
分
邦
,三
紀
爽
祝
肘
で
あ
っ
て
､
底

々

に
安
山
岩
や
玄
武
滋
の
嵩
はi
ttqIJ取
る
に
止
･｡
'
-i
=
津
晦



JL,ゝタ 七一'I 'Jl一幕 瞥

凄

･.?
義

菅

義
小

が
'.
為
粗

鋼
点

離

せ
輪
真
L

LJ
義
な
義

も
慶
牝
に

雷
も
る
哉

_貴
は
人
や

葺
き
相
中

∫
.息

.,

川
+･裏

TA

･*
.IIJ溝
膚

.i

‖■-

▲tI･lrpて
T

も
廉
さ
摘
草

儀
層

も
偲

鐘
比
嘉

芸

で
め
鴇
3



地

球

に
娃
す
る
･も
の
が
あ

-
'
出
に
よ
-
で

は
火
山
川:G
の
虜

め
に
淡
化
仲
川
が
促

進
せ
ら
れ
て

煽
-.I
化

し
､
又
は
無

煙

炭
に
虜
-
て
捕

る

'
水
江
の
利
便
が

あ
る

から
'

性

罰ガ
等
の

薄衣
ま
で

も
和
利

に

掘
托
せ
･1.

れ
て
=;ち

従
妹
小
次

山

の
数
多

縦
倍
せ
ら

れ
七
の
+は

腎

の
西
側

A
+._児､
光
l

I:.(
'人
-
癖

附
近

及
び

北
側
の
･.]=

郎
附
姓
で

両
仏
に
於

で
は
･常

々

iT3
1･).笹

節

1J

班

一≒

【
九
六

た

る

大

規

蛸

の

環

菜
が
t
=:与
蒜

た
'
只
湖
水
が
近

い
翁

め

に

'

稚

々
坑
内
の
ー出
水

'1
悩

ま
.'J
れ
る
の
は
赴
非
も

(
1

b
.',u

四
'
唐
津
漕
及
び
伊
高
里

常
の
交
通
沿
革

㍍
沖
は
其
北
方
に
於
け
る
帽
多
･,J
共
に
'
清
水
北
九

州
に
於
て
支
部
'
朝
鮮

Jヾ
の
交
迫
の
姫
川
で
'
奈
良
柳

T.平
安
朝

の
頃
よ
-
帽
鼻
の
.ガ
が
i止
鮮
仁
一O
糊
港
場
}J
満

つ
LJ
校
で
あ
る
が
'
炎
よ
-
以
前
に
掘
れ
ば
'
伐
.et
の

カ
が
軸
で
ー三
要
:.̂
る
経
で
あ
っ
た
仲
代
も
あ
る
様
に
m
心

ほ
れ
る
､
錐
の
佐
川
舷
の
祈
巾
振
山
の
僻
説
は
泣
-
欽

甘-
チ

明
朝
の
叫
で
あ

｡
A
ii:純
絹
氾
船
に
約
へ
る
加
知
附
近

ワサ

っレ′

最
戸
の
l{
偶

に
は
大
分
が
の
何
方
描
M
､
iC
脱
胎
に
於

け
る
ポ
併
}J
肺
似
の
も
の
が
あ

っ
て
'
共
様
式
は
恐
-

は
仰･-=
肺
以
前
の
も
の
で
あ
る
ら
し
-
'
博
多
附
妃
に
は

こ
の
椛
の
石
休
は
金
-
岨
常
ら
な
い
叫

か
ら
推
せ
ば
'

共
時
代
に
於
て
は
t
a
:沖
は
北
九
州

t‥
瓜
け
る
故
も
詫

礎
な
る
経
で
あ
っ
た
に
粕
泣
巧
い
'
端
後
九
州
の
朴
僻

.肘
が
博
多
の
伯
t
M
王
寺
山
免
に
S=Tか
.r化も
足
れ
が
九
州

耗
治
の
山
1心
亡
弟
か
て
か
･り
､
仲
冬
の
方
が
対
外
的
に



麟
婁

量
藁
で
魯
争
轟
か

b
い
'
併

†
書

･

曾
暮
集
.J
象
ぐ

璽
義
菅

も

っ
た
に
濃

な
い
､
鼻

-
て
音
醜
･

弘
責
◎
慎

元
命
丘
爾
･

雷
0
.や
鴬
一

が
.量
欝
肝
亀

一
昔

言

申



地

球

間
の
涯
岸
砂
洲
中
に
在
-
て
p
厚
さ
毅
寸
よ
-
鬼
に
よ

り
で
は
激
尺
に
蓮
す
る
こ
亡
が
あ
る
､
産
に
磁
餓
煉
粒

で
あ
る
が
'
輝
石
.
角
閃
石
.
石
基
.
柘
瑠
石
等
を
混

じ
て
居
る
p
是
は
観
衆
寧
島
か
ら
大
分
市
ま
で
の
間
に

多

い
輝
石
安
山
岩
の
如
き
火
山
栗
が
､
蒜
欄
分
断
し
､

波
浪
に
よ
-
て
粉
砕
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
.
洗
喋
の
聞

此
嚢
淘
汰
に
よ
-
て
淘
汰
せ
ら
れ
p
叢
に
風
浪
に
よ
-

て
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
も
の
.で
あ
っ
て
､
頑
強
に

し
て
比
韮
犬
な
る
磁
餓
雅
が
月
産
に
稚
苗
し
た
も
の
で

あ
る
'
故
に

l
是
の
場
鬼
を
殆
ん
tf,･J
採
取
し
麓
し
て
も

大
嵐
の
あ
っ
た
後
に
は
稼
た
新
に
堆
鵡
し
て
居
る
だ
い

ふ
事
で
あ
る
ゥ

イ
｣ノ
ス
ヰ

薩
摩
甫
端
の
砂
班
は
､
揖

宿

耶

揖
宿
附
淀
の
.鹿
兄
島

轡
沿
岸
'
山
川
港
よ
-
南
端
の
長
崎
に
至
る
治
岸
及
び

エ
-

頴

娃

柑
よ
-
掲
渡
川
河
口
附
鑑
に
至
る

一
帯
の
砂
洲
中

に
在
る
､
共
存
准
状
態
及

び
推
積
の
由
雄
は
'
囲
東
邦

に
於
け
る
ビ
略
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あ
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是
等
の
砂
硯
は
現
時
に
於
で
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､
之
を
輝
い
て
琢
磨

剤
又
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燐
寸
相
の
塗
料
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に
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せ
ら
れ
ー
製
蛾
の
原
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川
｣ひ
-わ
れ
推
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い
が
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年
前
p
賊
鱗
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三
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1
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得
難
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於
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刀
釦
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股
に
砂
城
が
使
用
せ
ら
れ
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横
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あ
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故
に
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鋤
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地
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俄
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朗
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'
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秀
な
る
刀
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し
た
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ふ
串
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辞
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造
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地

埋
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沿
革
上
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に
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す
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あ
る
'
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荊
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小
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近
断
続
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果
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せ
ら
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あ
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宮
崎
願
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海
岸
吋
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島

枇
相
島
植
物
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特
赦

宮
崎
螺
の
海
岸
中
北
方
大
介
煉
鼎
よ
-
細
島
附
近
に

至
る
閏
は
.
特
有
t･t
る
｢
リ
γ
ス
｣式
海
岸
で
'
古
生
厨

中
生
厨
の
岩
角
毎
に
臨
み

'
頗
る
出
入
屈
曲
に
富
ん
で

居
る
が
'
美
々
津
川
河
口
以
筒
.
加
法
阿
川
河
口
に
至

る
問
は
､
形
勢

7
鼻
し
海
岸
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平
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し
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殆
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属
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7
帯
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丘
著
し
-
駿
達
し
.
甚
だ
笹
調

オ
リ
フ'i
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迫
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鼻
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､
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三
紀
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岩
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賓
に

比仰
山個
の
風re'観
ん
↓
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侶
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北
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潤
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廿
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あ
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.
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あ
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け
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る
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滞
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榔
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榊
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光
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＼
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